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インフルエンザに感染
　高熱が出たので病院へ行ったところ、「インフルエンザ」
との診断！
　３日間寝こんでしまいました。熱が下がった後も体力がな
かなか回復せず、しばらく
外出を控えていました。
　２月ももう終わりです
が、空気はまだ乾燥してい
ます。皆さんも気をつけて
くださいね。
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2011年７月24日までに
地上デジタル放送完全移行
デジタル放送に関するお問い合せ先
地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

TEL:0570-07-0101または03-4334-1111
平日：９:00～21:00／土・日・祝祭日９:00～18:00

常陸大宮市の人口（２月１日現在・推計常住者） 総人口45,125人（男22,125人、女23,000人）世帯数16,349世帯

▲休日、付き添われて病院を受診

　上村田地区の貯水池に、昨年11月下旬からハク
チョウが飛来しています。
　飛来は２年目で、１年目は、近所の方が自宅で用
意した餌を与えていたそうですが、２年目は飛来数
も増えたことから、市給食センターや近くの小中学
校、スーパー等の協力を得て、餌であるパンを与え
ています。
　今はまだ灰白色の幼
鳥の羽根もやがて真っ
白になり、春になると
シベリアに渡るため常
陸大宮市を飛び立ちま
す。 （取材日：２月３日）

門井の岡原遺跡で発掘調査
　10月から12月にかけて、門井の岡原遺跡の発掘
調査が行われました。
　今回の調査では、縄文時代早期（8000年前）の
竪穴住居１軒、奈良・平安時代の竪穴住居12軒、
中世の地下穴12基や近世の墓７基など、様々な時
代の遺構・遺物が発見されました。特に縄文時代早
期の竪穴住居は県内でもあまり発見例のない貴重な
ものです。
　調査終了間際の12月23日には地域住民を対象に
説明会が行われ、約60人が集まりました。

ハクチョウが飛来


